





















をつかむだけの感性はもっています。1963 年の部分的核実験禁止条約（PTBT）や 1964 年





























比は、質量数 6 の同位体が 7.5％で、質量数 7 のものが 92.5％です。このうち、リチウム-6
は水素爆弾に使われます。 
これは、ミネラルウォーターのはいったペット・ボトルです。天然水の主成分は、普通の
水 H2O です。ごく一部分が HDO や D2O という重い水です。D というのは質量数 2 の水素
で、重水素と呼ばれています。元素記号 D は英語名 deuterium に由来します。天然には、重



























カリウム-40 は、半減期が 12.7 億年で、天然には普通のカリウム（非放射性）の 1 万分の
1 くらい存在しています。体重 50ｋｇの人の場合、体内に約 100ｇのカリウムが存在してい
て、そのうちの 1 万分の 1 のカリウム-40 により被曝しています。体重 50ｋｇの人では、1
秒間におおよそ 3000 回ほどカリウム-40 が放射壊変を起こしています。「壊変」は、ある核










ってきます。C-14 の存在量は、ごく僅かです。大体、自然界にある炭素から 1 兆個の炭素原
子を取り出すとその中に C-14 が 1 個あるか、ないかという程度の量です。天然の炭素は、そ
















ｇについて平均 550 ベクレル、最大 1400 ベクレルの放射能が含まれていたと報道されてい
















切りとする接頭語が使われます。100 万をメガ、10 億をギガ、1 兆をテラといいます。 
 兆を数字で書くと、1 の次に 0 が 12 個並びます。兆の 1 万倍を京（けい）、京の 1 万倍を
垓（土ヘンに亥を書いて「がい」と読む）と言います。漢字では 4 桁刻みで、数値が大きく
なります。これに対して、ヨーロッパ語では 3 桁刻みで大きくなります。つまり、1000（１
千）を何回掛け合わせたかを接頭語で表します。1000 を 4 回かけたものをテラ（T）といい、
5 回かけたものをペタ（P）といいます。6 回かけたものをエクサ（E）といいます。これら
は、テトラ（4）、ペンタ（5）、ヘキサ（6）と関係づけられます。 
Tetra → Tera（1012）、Penta → Peta（1015）、Hexa → Exa（1018）のように、アルファ
ベット 1 文字を省略して接頭語にします。 
（D） 放射能強度の減衰 
 2011 年４月 24 日の朝日新聞によれば、福島第一原発の事故により放出された放射性物質
は、放射性ヨウ素に換算して、19 万テラベクレルであったとされています。また、12 月 17
日の朝日新聞では、積算放出量は 77 万テラベクレルであったとされています。翌日、12 月
18 日の朝日新聞では、海に放出されたストロンチウム-90 は 462 兆ベクレルであったと報道
されています。 
 人間ひとり（成人）は、カリウム-40 で 3000 ベクレル、炭素-14 で 3000 ベクレルくらい
の放射能を体内にもっています。人間ひとりを 6 キロベクレルの放射線源と見なすと、462
兆ベクレルは 700 億人分の放射能量に相当します。700 億（7×1010）は、7 の後に 0 が 10
個並びます。これだけ桁違いに大きな放射能量は、人間の管理能力を超えています。たとえ、





-137 です。これらの半減期は僅かながら違いますが、大体 30 年と見なすことができます。
ここで、福島第一原発で放出された放射性のストロンチウムとセシウムが合わせて 1000 テラ
ベクレルであったと仮定します。1000 では小さすぎますが、便宜的に 1000 テラベクレルと
します。半減期の 10 倍が経過すると、放射能強度は 1000 分の 1 にまで低下します。2 を 10
回かけると 1024 になります。（1/2）を 10 回かけると（1/1024）になります。300 年経過し





































の量を求めます。Y-90 の半減期は 64 時間なので、サンプルを採取してから 6×64 時間＝384





































核磁気共鳴イメージング（MRI）、や X 線 CT 法が実用化されています。脳梗塞や脳腫瘍など
で病変を起こした部位を診断するためには、MRI が用いられています。人体に傷をつけるこ










































［2012 年 2 月 21 日付の記事］福島原発事故 金大でシンポ NPO 活動家ら講演 
  放射能汚染  浄化は  危険は       
［2012 年 2 月 24 日付の記事］放射能とどう付き合うか 金大でシンポ 
  河田昌東さん「ナタネ栽培でバイオ燃料も」 
  渡辺美紀子さん「自治体まかせの検査不十分」 
なお、本シンポジウムと深いかかわりをもつ内容が、講演者自身の著書に書かれています。 
・ 河田昌東「チェルノブイリと福島」緑風出版（2011 年） 
・ 河田昌東・藤井絢子編著「チェルノブイリの菜の花畑から」創森社（2011 年） 
・ 高木仁三郎・渡辺美紀子「食卓にあがった放射能（新装版）」七つ森書館（2011 年） 
・ JCO 臨界事故総合評価会議「JCO 臨界事故と日本の原子力行政」七つ森書館（2000 年） 
・ JCO 臨界事故総合評価会議「青い光の警告 原子力は変わったか」七つ森書館（2005 年） 
 
